
防
犯
対
策
に
つ
い
て
。

市
営
住
宅
に
空
き
巣
被

害
が
発
生
し
た
が
、
過
去
に

市
営
住
宅
へ
の
空
き
巣
被
害

は
ど
の
程
度
あ
っ
た
の
か
。

建
設
部
長

本
年
６
月
に

一
休
ケ
丘
団
地
に
空
き
巣
被

害
が
起
こ
っ
た
が
、
過
去
に

同
様
の
事
件
が
起
き
た
報
告

は
な
い
。

現
在
ま
で
に
市
と
し
て

空
き
巣
対
策
を
講
じ
て
き
た

の
か
。
ま
た
、
今
後
は
ど
う

い
っ
た
対
策
を
考
え
て
い
る

の
か
。

建
設
部
長

市
営
住
宅
の

空
き
巣
対
策
は
、
一
般
住
宅

と
同
様
に
、
個
々
が
考
え
行

う
も
の
と
考
え
て
い
る
。

防
犯
上
の
観
点
か
ら
は
、

敷
地
内
に
は
防
犯
灯
の
設
置

を
行
っ
て
い
く
。

同
日
に
府
営
住
宅
で
も
、

同
じ
く
空
き
巣
被
害
が
発
生
。

今
回
双
方
と
も
一
階
に
住
ま

れ
て
い
る
方
が
被
害
に
あ
わ

れ
た
が
、
ハ
ー
ド
面
で
の
対

策
は
考
え
て
い
る
の
か
。

建
設
部
長

市
営
住
宅
と

い
う
こ
と
で
、
市
の
税
金
を

支
出
す
る
こ
と
に
も
な
る
、

こ
の
点
に
伴
う
良
し
悪
し
と

い
う
点
も
あ
る
。
近
隣
の
市

営
住
宅
等
の
調
査
を
し
て
、

費
用
対
効
果
の
あ
る
対
策
が

あ
れ
ば
勉
強
し
て
い
き
た
い
。

中
央
公
民
館
老
朽
化
に

つ
い
て

中
央
公
民
館
の
老

朽
化
が
進
ん
で
い
る
。
市
民

の
交
流
の
場
で
あ
り
、
行
事

に
も
使
用
さ
れ
て
い
る
中
央

公
民
館
も
、
い
ず
れ
は
建
て

替
え
が
必
要
で
あ
る
こ
と
は
、

市
も
市
民
も
双
方
が
認
識
し

て
い
る
と
思
う
。
建
て
替
え

も
視
野
に
入
れ
て
今
後
は
ど

の
よ
う
な
構
想
が
あ
る
の
か
。

教
育
部
長

中
央
公
民
館

は
生
涯
学
習
施
設
と
し
て
社

会
教
育
の
拠
点
機
能
を
持
っ

て
い
る
。
昨
年
度
は
ホ
ー
ル

を
改
修
し
た
。
今
後
は
耐
震

診
断
を
行
っ
た
上
で
、
改
修

等
を
検
討
す
る
。

規
模
や
場
所
、
機
能
的

な
面
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
、
環

境
に
適
し
た
イ
メ
ー
ジ
、
構

想
は
あ
る
の
か
。

教
育
部
長

生
涯
学
習
セ

ン
タ
ー
と
リ
ン
ク
の
関
係
、

中
央
公
民
館
と
の
代
替
施
設

と
な
り
得
る
と
す
れ
ば
、
併

設
複
合
型
に
な
っ
て
く
る
こ

と
も
あ
る
。

耐震診断を行う中央公民館（田辺）

障
害
者
自
立
支
援
法
を

受
け
、
同
対
策
費
が
計
上
さ

れ
た
。
ま
た
、
社
会
福
祉
法

人
の
ケ
ア
ホ
ー
ム
整
備
事
業

に
対
し
て
も
、
市
の
障
害
福

祉
計
画
に
沿
っ
て
補
助
金
が

付
い
た
が
、
障
が
い
を
持
つ

人
の
生
活
拠
点
で
あ
る
ケ
ア

ホ
ー
ム
の
役
割
と
位
置
づ
け

に
つ
い
て
、
市
の
基
本
的
考

え
を
問
う
。

保
健
福
祉
部
長

障
が
い

の
あ
る
人
の
た
め
の
ケ
ア
ホ

ー
ム
は
、
住
み
慣
れ
た
地
域

に
整
備
す
る
こ
と
が
重
要
で
、

市
と
し
て
も
事
業
の
円
滑
な

推
進
に
向
け
、
協
力
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

た
な
べ
緑
の
風
作
業

所

で
は
、
親
の
高
齢
化
で

対
応
が
限
界
に
き
て
い
る
と

聞
く
が
、
同
作
業
所
の
ケ
ア

ホ
ー
ム
整
備
計
画
に
対
す
る

市
の
支
援
方
策
を
尋
ね
る
。

保
健
福
祉
部
長

障
害
福

祉
計
画
に
も
そ
の
必
要
性
を

規
定
し
て
お
り
、
必
要
な
支

援
は
し
て
い
か
ね
ば
な
ら
な

い
と
考
え
て
い
る
。

一
丁
田
池
の
一
部
を
埋

め
立
て
て
の
多
目
的
グ
ラ
ウ

ン
ド
整
備
及
び
関
連
事
業
に

つ
い
て
は
、土
地
の
立
地
上
、

複
数
の
関
係
課
に
渡
る
事
業

で
あ
り
、横
の
連
携
に
よ
り
、

遅
滞
の
な
い
事
業
促
進
を
お

願
い
し
た
い
。

建
設
部
長

市
道
草
内
五

ノ
坪
線
の
道
路
拡
張
工
事
に

つ
い
て
は
、
当
初
計
画
ど
お

り
、
平
成

年
度
に
工
事
に

着
手
、
完
成
予
定
で
進
め
て

い
る
。
ま
た
、
地
元
要
望
で

あ
る
市
道
草
内
五
ノ
坪
線
か

ら
市
道
草
内
三
山
木
線
ま
で

の
道
路
延
長
計
画
に
つ
い
て

は
、
周
辺
道
路
状
況
を
見
る

中
で
検
討
し
て
い
き
た
い
。

常
磐
苑

駐
車
場
は

狭
く
常
に
満
車
状
態
で
、
新

設
駐
車
場
の
早
期
完
成
が
望

ま
れ
て
い
る
が
、
市
は
計
画

を
早
め
る
予
定
が
あ
る
の
か
、

ま
た
、
仮
設
駐
車
場
を
確
保

す
る
計
画
が
あ
る
の
か
を
問

う
。教

育
部
長

市
道
を
挟
ん

で
隣
接
す
る
、
多
目
的
グ
ラ

ウ
ン
ド
の
一
角
に
、

台
収

容
の
駐
車
場
を
、
本
年
度
ま

で
に
完
成
予
定
で
あ
る
。

常
磐
苑

を
車
で
利
用
さ

れ
る
方
に
つ
い
て
も
、
暫
定

的
に
使
用
し
て
い
た
だ
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。

整備が進む多目的グラウンドと常磐苑周辺（草内）

３
川
撤
廃
（
天
津
神

川
）
の
推
進
状
況
は
。

建
設
部
長

危
険
性
が
高

い
事
か
ら
切
り
下
げ
改
修
を

府
へ
要
望
す
る
。

集
中
豪
雨
に
よ
る
天
津

神
川
の
治
水
対
策
は
。

建
設
部
長

特
に
危
険
の

高
い
水
路
橋
の
現
況
調
査
を

実
施
さ
れ
る
予
定
と
聞
く
。

山
手
幹
線
（
薪
区
内
）

信
号
機
設
置
に
つ
い
て
。

安
心
ま
ち
づ
く
り
室
長

京
都
府
公
安
委
員
会
や
田
辺

署
に
５
カ
所
の
設
置
に
つ
い

て
強
く
要
望
を
続
け
て
い
く
。

河
川
改
修
の
考
え
は
。

建
設
部
長

今
年
度
に
地

元
役
員
、
地
権
者
説
明
会
を

行
い
、
土
地
所
有
者
の
協
力

の
も
と
用
地
測
量
を
予
定
。

一
休
寺
道
と
の
交
差
部

分
が
急
で
危
険
で
あ
る
。

安
心
ま
ち
づ
く
り
室
長

道
路
構
造
的
に
急
カ
ー
ブ
に

な
っ
て
お
り
事
故
防
止
を
図

る
た
め
、
早
急
に
検
討
し
、

公
安
委
員
会
や
田
辺
署
、
道

路
管
理
者
に
要
望
す
る
。

一
休
寺
の
景
観
保
全
、

今
後
の
取
り
組
み
は
。

建
設
部
長

景
観
法
の
活

用
は
市
全
域
を
対
象
と
し
た

広
い
区
域
設
定
の
中
、
一
休

寺
後
背
地
の
み
対
象
と
し
て

適
用
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ

る
が
、
新
た
な
視
点
で
文
化

財
保
護
法
に
係
る
文
化
的
景

観
の
観
点
か
ら
の
提
案
に
つ

い
て
は
、
京
都
府
の
関
係
部

局
と
も
協
議
す
る
。

遠
藤
川
上
流
の
道
路
整

備
に
つ
い
て
。

建
設
部
長

河
川
護
岸
に

は
桜
の
植
樹
が
さ
れ
て
い
る

が
現
在
の
と
こ
ろ
遊
歩
道
と

し
て
の
整
備
の
考
え
は
な
い
。

し
か
し
、
適
切
な
道
路
維
持

に
は
努
め
る
。

多
々
羅

宮
ノ
口
線
の

市
道
の
、
拡
張
計
画
は
。

建
設
部
長

山
手
幹
線
と

平
行
す
る
多
々
羅
宮
ノ
口
線

の
拡
張
計
画
は
な
い
。通
常
、

通
行
に
支
障
が
な
い
程
度
の

整
備
を
す
る
。

不
法
投
棄
対
策
は
。

経
済
環
境
部
長

祝
日
を

除
く
毎
日
の
環
境
パ
ト
ロ
ー

ル
や
夜
間
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実

施
し
、
ま
た
、
不
法
投
棄
監

視
カ
メ
ラ
を
設
置
し
て
い

る
。
今
後
も
引
き
続
き
パ
ト

ロ
ー
ル
を
強
化
す
る
。

河

本

隆

志

議
員
（
民
主
党
）

山
手
南
地
区
に
隣
接
す

る
八
幡
市
飛
地
の
住
宅
開
発

に
つ
い
て
の
課
題
を
問
う
。

そ
し
て
、
３
点
要
望
す
る
。

地
元
の
生
活
環
境
を
最
大

限
配
慮
す
る
。

説
明
会
も

住
民
の
声
を
聞
き
、
場
合
に

よ
り
計
画
の
変
更
・
見
直
し

を
行
う
。

八
幡
市
等
か
ら

情
報
を
収
集
し
、
適
宜
、
地

元
に
報
告
、
連
絡
、
相
談
を

す
る
こ
と
。

特
に
、
地
元
で
は
子
供
見

守
り
隊
を
は
じ
め
、
地
域
の

安
全
安
心
活
動
が
活
発
化
し

て
い
る
。
本
件
は
、
市
の
率

先
垂
範
し
た
取
り
組
み
を
期

待
す
る
。

建
設
部
長

課
題
は
、
地

元
調
整
を
は
じ
め
、
道
路
接

続
、
治
水
対
策
、
上
下
水
道
、

学
校
、
ご
み
処
理
な
ど
、
様

々
あ
る
。
要
望
さ
れ
た
３
点

に
つ
い
て
は
、
そ
の
よ
う
に

精
い
っ
ぱ
い
努
め
た
い
。

市
の
環
境
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
シ
ス
テ
ム
導
入
と
公
用
車

の
低
公
害
車
化
・
削
減
へ
の

取
り
組
み
は
。国
・
京
都
府
、

近
隣
の
市
と
比
較
し
て
取
り

組
み
が
遅
れ
て
い
る
の
で
は

な
い
か
。

経
済
環
境
部
長

一
つ
の

候
補
と
し
て
、

を
考

え
て
お
り
、
平
成

年
度
に

認
証
取
得
を
目
指
し
て
い
る
。

ま
た
、
導
入
に
向
け
て
、
早

々
に
職
員
研
修
を
実
施
す
る

予
定
で
あ
る
。

総
務
部
長

現
在
、
電
気

自
動
車
２
台
、
ハ
イ
ブ
リ
ッ

ド
車
２
台
を
導
入
済
み
。
今

後
も
新
規
購
入
分
に
つ
い
て

環
境
に
負
荷
の
か
か
ら
な
い

車
両
導
入
に
努
め
る
。ま
た
、

平
成

年
度
か
ら
、
公
用
車

の
集
中
管
理
を
行
っ
て
お
り

台
数
削
減
を
念
頭
に
効
率
的

な
運
用
を
図
っ
て
い
る
。

魅
力
あ
る
学
校
づ
く
り

に
向
け
て
、
全
国
一
斉
学
力

テ
ス
ト
の
活
用
の
あ
り
方
を

問
う
。
ま
た
、
小
学
校
の
英

語
教
育
活
性
化
の
た
め
に
、

（
英
語
指
導
助
手
）

の
増
強
な
ど
体
制
面
の
充
実

を
要
望
す
る
。

教
育
長

学
力
テ
ス
ト
は

授
業
改
善
や
一
人
ひ
と
り
の

児
童
・
生
徒
の
学
力
向
上
に

生
か
す
。

の
増
員
は

予
算
の
関
係
か
ら
す
ぐ
に
は

難
し
い
が
、
同
志
社
の
学
生

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
用
な
ど
、

知
恵
を
絞
り
た
い
。

鈴

木

康

夫

議
員
（
一
新
会
）

奥

西

伊
佐
男

議
員
（
一
新
会
）

喜

多

進

議
員
（
緑
政
会
）

八幡市飛地と山手南地区の住宅街

治水対策が必要な天津神川（田辺）

総総

務務

文文
教教
福福
祉祉

建建
設設
経経
済済

年（平成 年） 月 日


